


土墳墓(西から)

代から近世にかけての複合遺跡である。今回、民間開

発に伴い、約350ぱを誠査し、中世の掘立柱建物跡 3棟、

井戸跡 2基、土墳墓、溝跡、堀状遺構などを検出した。

土墳墓は、長辺 2m以上、短辺0.8m、深さ0.4mを

測り、東西方向に軸をもっO 埋土は 3麗に分かれ、上

層は炭化物を含んだ人為的に埋めた土で、最下層は埋

約時の灰白色粘質土が敷かれていた。この灰臼色粘質

土の上に13世紀後半の完形の近江型黒色土器が2儲体、

西端付近で出土した。

堀状遺構は、長さ 8m以上、 l幅5m以上、深さ1.5m 

を測る。南北方向に延びる溝である。埋土は大別して

2 層に分かれ、上層では13~14世紀の瓦器j宛や近江型

黒色土器、羽釜などが、下層では12世紀後半~13世紀

の土師皿などが出土している。近隣の調査区で類似す

る溝跡、が検出されており、堀状遺構は南北方向に推定

50m以上延び、ていたと考えられる。

大将軍遺跡は、官傷的色彩の強い遺跡として 8世紀

~10世紀中頃まで存在し、再び12世紀後半から建物群

が形成されるのだが、過去の調査では当該遺跡の西域

を中心に、中世期の堀状遺構や掘立柱建物跡などの遺

構が検出されていた。今回の調査区は遺跡の東端に位

置し、隣接する調査区や今回の調査において中世の遺

構が検出されたことにより、東域においても当該期の

遺構が存在することが判明した。特に、堀状遺構が区

画溝の役割を果たし、集落はさらに東側に拡がってい

くと想定される。

(草津市教育委員会楠部博世)

谷遺跡は、草津市西矢倉二了目一帯に所在する弥生

時代から中世にかけての時期の複合遺跡であり、過去

に、草津川改修事業に係り、 14，000mあまりの調査が

実施されている。その際に、古墳・竪穴住賠跡・掘立
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柱建物跡、などの遺構が確認されており、滑器製品や原

石・剥片などが多数出土している。今回新たに、古墳

6基、土墳墓2基、掘立柱建物跡 2棟、井戸 2基など

が検出された。

本調査で確認された古墳は、円墳 l基、方墳 5基か

ら成り、墳丘を巡る周溝から出土した土器の特徴から、

5 世紀末~6 世紀初め頃に築造されたものとみられる。

また、周溝から滑石の原おや剥片が見つかっており、

特に、方墳の嵐清ーから滑石製品(有孔円板・勾玉模造

品・日玉など)や臼玉もしくは有孔円板の未製品が、

出土していることから、腐辺で滑石の加工が行われて

いたことが明らかになった。なお、円墳の東側には、

2基の土墳墓が並んで、掘られており、円墳との位震関

係から、土墳塞には、円墳の被葬者と縁の深い人物が

葬られたと考えられる。

奇遺跡全景(上が南)

過去の調査成果をふまえて検討した結果、今回の調

査地は、谷遺跡の中でも、墓域にあたり、集落の中心

部は、当該法域より北西側に存在することが明らかに

なった。なお、本調査地が幕域として用いられなくな

った後、しだいに墳丘部が削平された結果、古代末か

ら中世には、掘立柱建物を有する集落が営まれるよう

になったとみられる。その後、その集務もすたれ、最

終的には、一帯が田地として用いられるようになり、

現在に至ると考えられる。

(草津市教育委員会 島津知子)

内ヶ町遺跡は、これまでの調査で、弥生時代中期の

玉っくりや石器生産に関わる集落跡、古墳時代初頭の

方形周溝墓群、鎌倉時代の集落跡などが確認されてい

る。

今回の調査区は、遺跡の南東端付近にあたる部分で、

調査の結果、方墳と見られる遺構が4基検出された。






